




On the distribution of changes in naming customs across Japan















































municipalities from themajor regions of Japan for a total of 1,573 nameswere obtained.Analysis
showed that names which used kanji in non-transparent, hard to use ways were common across
Japan, coming to approximately 50％ of all names. There were no major differences between the
municipalitiesinthisrespect,andregionaldifferencesintheirdistributionwerelargelyinsignificant.
One reason for thismaybe changes in interpersonal relationships affectingwho is involved in the
namingprocess,butchanges in the informationavailablewhenchoosingnamesarealso important.
Thedevelopmentofnumerousinternetsourcesaboutpopularbabynamesandrankingmayalsohave



































































































































































































































































































































































































































































































































































*，#，$：2016年 6 月の時点での最新人口情報；「*」― 8 月末の情報、「#」― 8 月 1 日の情報、「$」― 9 月 1 日の情報
地域 都道府県 市町村 データの種類 人口
北海道 北海道 恵庭市 我が家のアイドル 69,200*
北海道 北海道 乙部町■ 我が家のアイドル 3,932*
東北 岩手県 一関市 我が家のアイドル 121,473$
関東 茨城県 古河市 我が家のアイドル 144,338$
関東 埼玉県 伊那町■ 我が家のアイドル 44,437$
関東 東京都 大島町■ 出生届 8,053*
中部 愛知県 豊川市▲ 我が家のアイドル 182,884#
近畿 京都府 京丹後市 我が家のアイドル 57,009*
中国 岡山県 早島町 出生届 12,305$
四国 高知県 土佐市 我が家のアイドル 27‚956#
九州 熊本県 天草市 我が家のアイドル 84,350#






























うち、 2 つが、同一市町村に 2 回以上、かつ異なる市
町村にも見られた。出現数が最も多い名前は「陽向」
「湊」となった。「陽向」は全部で 7 回出現したが、ど
れも《ひなた》という読みであった（女性名 ・ 2 つ、




















































⑵ 奏音 かのん 男
「奏 ・ でる」の訓読み《かな ・ でる》から《か》
「音」の音読み《おん》を変更した《のん》
花音 かなで
⑶ 結愛 ゆい 女
「結 ・ い」の訓読み《ゆ ・ い》（送り仮名ごと）
「愛」は読まれない
優衣 ゆあ



























































1 回： 1 回のみつかわれた名前の数、 2 回＋： 2 回以上使われた名前、ユニーク：異なる名前の全数、複数回：




1 回 2 回＋ ユニーク 複数回 1 回 2 回＋ ユニーク 複数回
恵庭市 31 0 31 － 31 0 31 － 31
乙部町 58 1 59 1.69％ 48 6 54 11.11％ 60
一関市 109 3 112 2.68％ 85 13 98 13.27％ 115
古河市 49 1 50 2.00％ 42 4 46 8.70％ 51
伊那町 104 4 108 3.70％ 87 12 99 12.12％ 112
大島町 134 4 138 2.90％ 114 13 127 10.24％ 142
豊川市 49 0 49 － 45 2 47 4.26％ 49
京丹後市 180 4 184 2.17％ 126 28 154 18.18％ 188
早島町 265 16 281 5.69％ 169 54 223 24.22％ 298
土佐市 167 1 168 0.60％ 120 22 142 15.49％ 169
天草市 295 8 303 2.64％ 176 55 231 23.81％ 311
宮古島市 47 0 47 － 41 3 44 6.82％ 47





























































23 52 68 23
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28 60 74 26
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1 ） 本論文は英文の Unser-Schutz（2017）を基に大き
く改正したものである。
2 ） 本研究は JSPS 科研費70632595の助成を受けたも
のである。
要　約
　近年においては、名付け習慣が大きく変化しており、名前特有の接尾辞や従来の構造的特徴が少なく
なってきている。一方、読みを工夫した漢字用法を用いた名前は増えている。名付けのこういった変化
は問題視されており、メディアで幅広く取り上げられている。だが、全国的に見られる傾向なのかは未
確認である。本研究では、12か所の市町村の広報誌をデータとして用い、近年の名付け習慣における変
化を確認した。漢字の用法により抽出された1,573個の名前は「不透明群」と「透明群」に分類された。
分析の結果、読み方が不透明で読みにくいと推測される名前が全名前の50％以上を占めており、全国的
に頻繁に見られることが確認できた。また、市町村による差がほとんど見られず、読みにくい名前の分
布には地域差が認められなかった。地域差が見られなかった理由として、人間関係における変化の他に、
名付けの際に活用できる情報における変化が挙げられる。ことにインターネットを通したランキング情
報の普及により、人々が名付けにおける流行に対して敏感になっており、名付けの際に他者との比較の
中で名前を選択することが一般化しているであろう。
キーワード：キラキラネーム、DQN ネーム、命名、名付け、漢字、地域差
